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型
を
使
っ
て
試
作
品
を
焼
き
上
げ

ま
し
た
。

※
窯
内
へ
の
酸
素
供
給
を
制
限
す
る
焼
き
方

軽
量
化
や
施
工
性
を
追
求
し
て

越
前
瓦
の
新
市
場
開
拓
実
現
へ

そ
れ
ぞ
れ
が
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
２
０
１
８
年
春
に

試
作
品
が
完
成
。
越
前
瓦
を
平
織

り
の
織
物
の
よ
う
に
交
互
に
編
み

込
ん
だ
店
舗
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
高

い
デ
ザ
イ
ン
性
で
好
評
を
博
し
ま

す
が
、軽
量
化
や
施
工
性
の
向
上
、

低
コ
ス
ト
化
な
ど
の
課
題
が
残
っ

た
と
い
い
ま
す
。

翌
年
、
吉
田
氏
は
越
前
瓦
の
新

し
い
建
築
資
材
と
し
て
事
業
化
を

図
り
、
新
市
場
を
開
拓
す
る
べ

く
、
ふ
く
い
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
構
に
技
術
相
談
を

行
い
ま
す
。
福
井
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
や
福
井
大
学
と
も
連
携

し
、
県
の
「
将
来
の
ふ
く
い
を
牽

引
す
る
技
術
開
発
支
援
事
業
補
助

金
」
を
活
用
し
て
製
品
化
を
目
指

す
こ
と
に
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
、
吉
田
氏
は
全
体
の
進
捗
を

は
じ
め
、量
産
化
し
や
す
い
金
具
・

金
型
の
開
発
や
施
工
性
の
検
討
な

ど
を
担
当
。
小
笠
原
氏
に
よ
る
デ

ザ
イ
ン
性
の
向
上
、
藤
原
氏
に
よ

る
焼
成
条
件
や
軽
量
化
な
ど
の
技

術
課
題
の
解
決
、
石
山
氏
に
よ
る

量
産
焼
成
製
造
の
協
力
な
ど
を
得

て
、
２
０
２
０
年
に
『
ウ
ー
ブ
ン

セ
ラ
ミ
ッ
ク
越
前
』
が
完
成
し
ま

し
た
。

「
い
っ
た
ん
完
成
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
も
改
良
中
で
す
。
平
織
り

以
外
の
織
り
方
も
で
き
る
と
思
う

し
、
福
井
の
他
の
産
業
と
の
コ
ラ

ボ
も
や
っ
て
み
た
い
。
ま
だ
ま
だ

ア
イ
デ
ア
を
広
げ
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
」
と
展
望
を
語
り
ま
す
。

話
題
性
高
め
瓦
文
化
を
復
活

福
井
に
行
き
た
く
な
る
建
築
を

２
０
２
１
年
、
同
社
は
外
装
に

『
ウ
ー
ブ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
越
前
』

を
施
し
た
新
し
い
事
務
所
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。「
製
品
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
伝
わ
る
よ
う
、
ま
ず
見
せ

る
場
所
を
整
え
ま
し
た
」
と
吉
田

氏
。
ア
ー
チ
状
の
越
前
瓦
は
、
交

互
に
〝
織
り
上
げ
る
〟
こ
と
で
重

く
固
い
瓦
の
イ
メ
ー
ジ
が
や
わ
ら

か
く
な
り
、
色
と
風
合
い
が
工
芸

品
の
よ
う
な
印
象
に
。
立
体
的
な

格
子
は
光
と
風
を
取
り
込
み
な
が

ら
、外
か
ら
の
視
線
を
遮
り
ま
す
。

装
飾
性
が
あ
り
再
利
用
で
き
る
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
素
材
は
、
福
井
駅

前
再
開
発
事
業
施
設
や
商
業
店
舗

の
改
修
工
事
な
ど
に
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
一
番
期
待
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
製
品
を
通
し
て
越
前
瓦
が
話
題

に
な
る
こ
と
」
と
語
る
吉
田
氏
。

施
工
中
、
道
行
く
人
か
ら
「
こ
れ

は
何
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、「
各
地
で
施

工
し
な
が
ら
ま
ち
の
人
と
瓦
の
話

を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
き
っ

か
け
づ
く
り
か
ら
、
瓦
の
興
味
関

心
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
思
い
を
語

り
ま
す
。

ま
た
同
社
は
、
国
内
の
特
許
・

商
標
を
取
得
。
県
の
フ
ラ
ン
ス
販

路
開
拓
支
援
事
業
に
も
選
定
さ
れ

ま
し
た
。「
歴
史
・
文
化
を
内
包

す
る
越
前
瓦
は
、
世
界
に
出
る
と

日
本
的
な
も
の
と
な
る
。〝
福
井

に
お
も
し
ろ
い
建
築
が
あ
る
〟と
、

国
内
外
か
ら
福
井
に
行
き
た
く
な

る
要
素
の
ひ
と
つ
に
な
れ
た
ら
楽

し
い
で
す
ね
」と
微
笑
む
吉
田
氏
。

越
前
瓦
と
福
井
の
可
能
性
を
、

日
本
へ
、
世
界
へ
広
げ
て
い
き
ま

す
。

屋
根
か
ら
壁
へ
と
発
想
を
変
え

越
前
瓦
で
福
井
の
繊
維
を
表
現

雪
深
い
福
井
の
屋
根
材
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
越
前
瓦
。
日
本
六

古
窯
の
ひ
と
つ
で
あ
る
越
前
焼

と
同
じ
鉄
分
を
含
む
粘
土
を
用

い
、
還
元
焼
成
（
※
）
で
仕
上
げ
る

こ
と
で
銀
鼠
色
の
美
し
い
風
合
い

が
生
ま
れ
ま
す
。
福
井
県
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
近

年
は
屋
根
材
の
多
様
化
や
コ
ス
ト

面
な
ど
で
需
要
が
減
少
。
そ
の
越

前
瓦
を
、
屋
根
で
は
な
く
、
意
匠

性
と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た
新
し

い
建
築
資
材
と
し
て
用
い
た
の
が

『
ウ
ー
ブ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
越
前
』

で
す
。

開
発
の
き
っ
か
け
は
、
小
笠

原
弘
建
築
計
画
の
建
築
家 

小
笠

原
弘
氏
の
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。

２
０
１
７
年
、
新
店
舗
の
フ
ァ

サ
ー
ド
を
設
計
中
、「
壁
面
に
、

越
前
瓦
の
ア
ー
チ
で
福
井
の
織
物

を
表
現
し
た
い
」
と
発
想
。
大
手

メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
と
き

の
後
輩
で
、
屋
根
工
事
業
を
手
が

け
る
吉
田
氏
に
話
が
き
た
と
い
い

ま
す
。

「
福
井
の
繊
維
を
、
越
前
瓦
を
用

い
て
建
築
で
表
現
す
る
の
は
新
し

い
し
、
お
も
し
ろ
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。
で
も
、
ま
さ
か
製
品
開
発

ま
で
す
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
吉
田
氏
は
振
り
返

り
ま
す
。

課
題
と
な
っ
た
の
は
、
繊
維
を

表
現
す
る
た
め
越
前
瓦
を
ア
ー
チ

状
に
し
、
金
具
で
ど
う
固
定
す
る

か
。
吉
田
氏
は
福
井
県
瓦
工
業
協

同
組
合
の
専
務
理
事
で
あ
る
藤
原

氏
に
相
談
し
ま
す
。
藤
原
氏
は
軽

量
化
の
工
夫
を
施
し
、
厚
さ
や
細

さ
を
変
え
た
複
数
の
型
を
製
作
。

株
式
会
社
越
前
セ
ラ
ミ
カ
の
代
表

取
締
役
社
長 

石
山
氏
が
、
そ
の

越
前
瓦
を〝
織
る
〟新
し
い
建
築
資
材

福
井
の
文
化
と
産
業
を
世
界
へ
発
信

株
式
会
社
吉
光
工
業

江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ
る
越
前
瓦
と
福
井
の
地
場
産
業
で
あ
る
繊
維
を
掛
け
合
わ
せ
た
建
築
資
材『
ウ
ー
ブ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
越
前
』。
屋
根・

外
壁
・
雨
ど
い
工
事
を
専
門
に
行
う
株
式
会
社
吉
光
工
業
が
、
初
の
自
社
製
品
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
越
前
瓦
を
交
差
さ
せ
織
物
に
見

立
て
た
同
製
品
は
、
越
前
瓦
の
新
分
野
へ
の
活
用
と
新
市
場
の
開
拓
を
促
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
発
の
経
緯
と
展
望
に

つ
い
て
、
代
表
取
締
役
の
吉よ

し
だ田
知と
も
志ゆ
き
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

注目企業注目企業
今 月 の

株式会社吉光工業
所 在 地：福井市高木中央2丁目510
代 表 者：吉田 知志氏
事業内容：屋根、外壁、雨樋工事、 

リフレクティックス遮熱工事
TEL：0776-54-0706

同社HPはコチラ！

建築や景観を〝アート〟に変える新しい建築素材
『ウーブンセラミック越前』。

代表取締役　吉田 知志氏

軽量化を図るため裏面の削り方を検討。金具を含め、試作を
繰り返しました。

色もカタチもシンプルな越前瓦は、木やガラス、コンクリートとの
相性も抜群です。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
と
出
展
ま
で
の
経
緯　

県
事
務
所
で
は
、
出
展
す
る
県

内
企
業
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
中
国
に
入
国
で
き

な
い
こ
と
を
想
定
し
、
消
費
館
に

1
ブ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に

説
明
員
等
を
配
置
し
、
参
加
す
る

県
内
企
業
や
そ
の
代
理
店
の
社
員

が
直
接
ブ
ー
ス
に
立
た
ず
と
も
商

談
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。
結
果
、
県
内
か
ら
は
若
狭

塗
箸
、
木
材
、
眼
鏡
の
企
業
3
社

が
参
加
し
ま
し
た
。

展
示
会
が
近
づ
い
て
き
た
10
月

後
半
に
な
っ
て
、
中
国
で
は
比
較

的
落
ち
着
い
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
再
び
広
が
り
始

め
、
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
展
示

会
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
ま
た
は
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
県
事
務
所
が

参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
も
、
浙
江
省
の
義
烏
輸
入
展

示
会
が
延
期
さ
れ
、「
上
海
ら
ら

ぽ
ー
と
」
で
開
催
予
定
だ
っ
た
観

光
P
R
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

C
I
I
E
は
果
た
し
て
開
催
さ

れ
る
の
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
末
に
C
I
I
E
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
出
展

者
や
来
場
者
に
入
場
前
48
時
間
以

内
の
P
C
R
検
査
陰
性
証
明
お
よ

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
提
示

を
義
務
付
け
る
こ
と
、
ま
た
、
感

染
者
が
発
生
し
た
地
域
に
21
日
以

内
に
滞
在
し
た
人
の
入
場
を
禁
止

す
る
こ
と
で
、
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
。

こ
の
C
I
I
E
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
対
応
す
る
た
め
、
上
海
市
政
府

は
市
内
各
地
に
24
時
間
対
応
可
能

な
P
C
R
検
査
会
場
を
設
置
。
ま

た
、
会
期
中
は
展
示
会
場
敷
地
内

に
も
P
C
R
検
査
場
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
、
会
期
中
に
4
回

も
P
C
R
検
査
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

実
際
、
私
の
知
り
合
い
の
方
の

中
に
は
、成
都
、重
慶
、鄭
州
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
が
発

生
し
た
地
域
を
訪
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
入
場
を
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
出
展
を
取
り
や
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
そ

れ
ほ
ど
中
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

は
厳
し
く
、
C
I
I
E
を
何
が
何

で
も
開
催
す
る
と
い
う
、
中
国
政

府
の
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
感

じ
ま
し
た
。

展
示
会
の
様
子
と
所
感

最
近
、
中
国
で
は
名
刺
を
持
参

し
な
い
バ
イ
ヤ
ー
が
非
常
に
増
え

て
き
ま
し
た
。
後
日
、
資
料
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
面

談
時
に
安
易
に
見
込
な
し
と
判
断

す
る
と
、
商
機
を
逃
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
W
e
C
h
a
t

の
連
絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
、

後
々
コ
ン
タ
ク
ト
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
日
本
に
い
る
出
展
者
と

展
示
会
の
会
場
に
来
た
バ
イ
ヤ
ー

と
の
間
を
、
ネ
ッ
ト
で
中
継
し
て

商
談
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、実
際
は
な
か
な
か
難
し
く
、

今
回
の
C
I
I
E
で
は
そ
の
よ
う

な
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
中
国
で
は
越
境

E
C
が
盛
ん
で
、
展
示
会
に
も
越

境
E
C
関
係
の
バ
イ
ヤ
ー
が
多
く

訪
れ
ま
す
。
今
後
、
一
般
貿
易
も

含
め
、
店
舗
で
の
販
売
を
中
心
に

据
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
越
境

E
C
で
の
み
売
っ
て
い
く
の
か
、

ど
の
よ
う
に
商
品
展
開
を
し
て
い

く
の
か
考
え
る
こ
と
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
ど
の
展
示
会
に
出
る

の
が
良
い
か
を
考
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
C
I
I
E
の
他
に
も
、

総
合
的
な
展
示
会
や
専
門
的
な
展

示
会
は
多
数
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
様
々
な
展
示
会
を
経
験
し

て
自
社
に
合
っ
た
展
示
会
を
見
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
展
示
会
に
出
展
す

る
た
め
中
国
に
輸
入
し
た
商
品

を
、
展
示
会
後
に
そ
の
ま
ま
日
本

に
送
り
返
す
だ
け
で
は
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
異

な
る
機
会
や
会
場
で
再
び
展
示

し
、
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
を
行
っ
た

り
、
販
売
す
る
な
ど
、
展
示
会
の

後
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

開
催
結
果
、

成
約
額
は
微
減
に
と
ど
ま
る

C
I
I
E
に
は
1
2
7
か
国
・

地
域
か
ら
約
2
，
9
0
0
社
も
の

企
業
が
参
加
し
ま
し
た
。
厳
し
い

コ
ロ
ナ
対
策
で
入
場
者
を
制
限
し

た
た
め
、
累
計
来
場
者
数
は
48
万

人
と
、前
年
の
実
績
（
約
61
万
人
）

と
比
べ
る
と
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
が
、
成
約
額
は
7
0
7
億
2
，

0
0
0
万
米
ド
ル
（
約
8
兆
円
）

と
、
前
年
と
比
べ
て
2
．
6
%
の

微
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

会
場
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
は
こ
の
期
間
中
1
人

も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
国
最
大
の
輸
入
品
展
示
会
で

あ
る
C
I
I
E
は
、
中
国
の
政
策

的
に
最
も
重
要
な
展
示
会
の
一
つ

で
す
。
来
訪
す
る
バ
イ
ヤ
ー
は
圧

倒
的
な
数
で
、
多
く
の
成
約
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。特
に
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
込

み
、
何
と
し
て
で
も
C
I
I
E
を

成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
中
国
政
府

の
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
中
国
政
府
の
強
い
思
い
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
大
企
業
を
初
め

多
く
の
企
業
が
C
I
I
E
を
重
要

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
商
品
P
R

の
機
会
と
位
置
付
け
、
毎
年
出
展

し
て
い
ま
す
。

来
年
の
C
I
I
E
に

は
多
く
の
県
内
企
業
の

方
が
出
展
し
、
現
地
で

活
発
な
商
談
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い

で
す
。

福井県上海事務所では、中国国際輸入博覧会（CIIE）への、福井県内企業の出展に支援を行いました。
CIIEは2017年に中国の習近平国家主席が「一帯一路国際協力フォーラム」において開催を発表した
もので、中国政府商務部および上海市人民政府が主催しています。上海市の国家会展中心※1において
2018年に第1回が開催され、以降、毎年秋に開催されています。

お問い合わせ先

福井県 産業労働部
国際経済課

福井市大手3丁目17-1
TEL 0776-20-0366

Mail kokusai@pref.fukui.lg.jp

中国国際輸入博覧会（CIIE）が開催
福井県上海事務所　永田 暁史

［ 出展者の声 ］
⃝今回は、中国市場に初めて商品を出す機会だったので、まずは、その第

一歩として、中国の消費者・バイヤーの方の感想を聞けて良かった。
⃝中国に渡航できない中、代行をしてもらえ、中国の展示会に出展するこ

とができ感謝している。
⃝中国の消費者の方から、肯定的な意見も多数もらえたので、今後どのよ

うに中国市場に商品展開をしていくか考えたい。

［ 展示会場外の取り組み ］
上海の一等地、南京東路にあるCIIEをテーマとした店舗では、日本、

韓国、アルゼンチン、ベルギー、スリランカなど40以上の国と地域から、
これまでのCIIEに出展された商品の中から選ばれた、一部の商品が販売
されています。ここではCIIEの終了後もその商品を購入することができ、
日本のお酒、招き猫のマグカップ、スリランカの紅茶など世界中から集め
られたユニークな商品が通年販売されています。

またJETROも、CIIEのJETROブースに出展した商品を販売する「虹橋品
匯日本館」を、上海市の虹橋空港の近くに設けました。ここでは約500
ブランド2,000商品を扱い、中国各地のバイヤーが年間を通じて、日本に
直接赴くことなく、優れた日本の商品を体験し、購入・商談することがで
きます。JETROではこのような「日本商品基地」を、今後、海南省、四川
省や重慶市など中国全土に拡大していく構想だとのことです。

これに加え、新型コロナの影響で中国に渡航することが難しくなるに伴い、
越境ECによる販売需要が高くなってきていると感じます。JETROは今回
のCIIEで展示した商品の横に、越境EC用のQRコードを記載したPOPを掲
示し、商品を体験して気に入れば、そのままQRコードを読み取り越境EC
を通じて商品を購入できるようにしていました。

※1　上海にある総合展示会施設

上海事務所
レポート JAPAN

FUKUI

★★
★
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まずは「オンライン総合相談窓口」までお気軽にご相談ください！

オンライン総合相談窓口

経営に関するご相談はふくい産業支援センターの
「オンライン総合相談窓口」をご利用ください！

相談日時：毎週月曜日～金曜日  9：00～17：00
相談場所：福井県産業情報センター 3F
 総合相談窓口
 （坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16）
※コーディネーターの当番日は右記の総合相談窓口HPからご確認いた
だけます。事前予約の方優先の対応となりますのでご予約をお勧めし
ます。

嶺北 《事前予約制》

総合相談窓口
ホームページ

℡0776-67-7421
相談予約は
こちらから！

《事前予約制》

相談日時：毎週火曜日・水曜日・金曜日
 9：00～17：00
相談場所：アクアトム2F 嶺南サテライトオフィス
 （敦賀市神楽町2-2-4）
※水曜日：前野コーディネーター、火曜日・金曜日：よろず支援拠点の
コーディネーターが相談対応しております。ご予約がない場合は、
企業訪問等で不在にしている場合がありますので面談希望の
場合は事前予約をお願いします

嶺南
℡0770-22-0031

事業再構築補助金
活用セミナー

【福井】令和４年２月２日（水）
【丹南】令和４年２月８日（火）
開催時間／13：30～15：00
各回定員／６名程度迄 ※先着順

開催日時

申込・問合せ
福井県よろず支援拠点
TEL 0776-67-7402

《 オンライン総合相談窓口利用者のみなさまの声 》

月曜日 火・水曜日 水曜日 木曜日 金曜日 水曜日（嶺南）

加 藤 永 俊
【専　門】
経営全般、創業支援、
マーケティング、
経営革新、事業承継
【資　格】
中小企業診断士、
JMAA認定
M&Aアドバイザー

佐 治 眞 悟
【専　門】
経営全般、技術全般、
生産管理、
ISO認証取得
【資　格】
中小企業診断士、
技術士
（総監・機械・建設）

佐々木孝美
【専門】
経営全般、創業支援、
ＩＴ活用、ＳＮＳ活用
【資　格】
中小企業診断士ほか

津 田　  均
【専門】
経営全般、
マーケティング、
流通・小売・サービス業
の相談
【資格】
中小企業診断士ほか

松 田 博 史
【専門】
経営全般、
製造業の現場改善、
生産管理、事業承継
【資格】
中小企業診断士、
ものづくり改善
インストラクター

北 島 宏 樹
【専門】
経営全般、創業支援、
IT活用、
テレワーク導入
【資格】
中小企業診断士、
ソフトウェア開発技術者
（IT系）

前 野 壽 伸
【専門】
経営全般、
生産管理・生産技術、
６次産業化支援
【資格】
中小企業診断士

《 総合相談コーディネーター 》

創業前から相談し、手続きや準備を含めて的確なアドバイスをいただき
大変助かりました。創業後も適宜アドバイスを受けています。予約も空き状
況がわかりやすく、ネット上で申込みができるので、時間外でも受け付けて
もらえるのが大変便利です。

相談無料秘密厳守

詳細は
右記の案内HPから→

「商品開発や販路開拓」「マーケティング」「生産現場の見える化や現場改善」「事業計画や経営戦
略立案」「新分野進出」「新規創業」「各種補助金の活用」等、県内企業の皆様が抱える様々
な課題にセンターの総合相談コーディネーターがご相談に対応しています。ZOOMやEメールなどを
使ったオンライン相談も可能です。

オンライン総合相談窓口では「頑張る県内中小企業」の課題解決をサポートしています！

普段、仕事をしていてもなかなか考えがまとまらず困っていましたが、相談をきっ
かけに「どうしたら」「どのようにして」と論理的に考える事ができるように
なりました。今後とも定期的にアドバイスをいただきたく宜しくお願い致します。

ずっとお世話になっています。色々なことがありますが、継続的に支援を
していただいているので、すぐに状況が伝わり、的確なアドバイスをいた
だけることで安心できます。

お知らせ

中小企業・
小規模事業者のための
経営相談所

vol.51 vol.51 1718



Information DXデビューDXデビュー　　　　　   しませんか？
～県内企業のDX導入事例の紹介～

　　　　　   しませんか？
～県内企業のDX導入事例の紹介～
ふくいDXオープンラボは、DX技術の導入支援や人材育成を支援しています。

ここではDXラボを活用した県内企業のDX導入事例を紹介します。

会社概要

越前市杉崎町7-11　 代表者：明城 義和氏 　TEL 0778-42-7607
URL https://myojo-farm.jp　 E-mail info@myojo-farm.jp

明城ファーム株式会社［農業］

昨今、農業従事者の高齢化が進む中、農業を未来に
つないでいくためには、おいしい農産物を提供するための
データを蓄積し、あらゆる不便を解消する必要があると
思っています。これまで農業用ハウスの融雪システムや苺
培地の低コスト化、収穫時期判別アプリの開発など、さ
まざまな農業関連システムの開発に取り組んできました。
今後は、高齢者や障害者でも安心して農業が行えるよう
に、農作業を補助できるロボットを導入したいと考えてお
り、ますます農業のDX化を加速できればと思っています。

担当者の声

当社は施設園芸を中心に事業を展開しており、苺2,300㎡、トマト4,300㎡の農業用ハウスを所有しています。
近年は近隣企業と連携し、観光バスを誘致して苺狩りも展開しています。また、昨年オープンした直営店舗で
は苺ジャムやトマトジュースの加工品の販売も行っています。現在は、新たな取り組みとして、農業ハウス内環
境の自動制御を可能とするスマート農業を導入しており、IoTによる農業の自動化を目指しています。

当社の農場ではWi-Fiネットワークを構築しており、統合
制御システムにより農業用ハウス内の換気、灌水を自動で管
理しています。統合制御システムにはグラスITフィールズ㈱
の「Ho-SaKU」を使用しています。「Ho-SaKU」ではハウス内
のセンサーで測定した温湿度、土壌水分、二酸化炭素濃度と
いったデータをスマートフォンから閲覧でき、さらに各測定
値に応じて灌水や窓の開閉を自動で行うことができます。

《導入機器》農業用ハウスにおける統合制御システム

農場へのIoT導入により農業の自動化を目指す

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター DX推進チーム
TEL：0776-67-7416　FAX：0776-67-7439　E-mail：dx-t@fisc.jp

農業用ハウス内部の様子

◀
農業用ハウスに
設置された
Ho-SaKU

農業用ハウスで
栽培している苺
農業用ハウスで
栽培している苺
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F-ACT読者アンケートの記入についてのお願い
今回、当情報誌の掲載内容につきまして、アンケートを実施することと致しました。

皆様が日頃関心をお持ちの事柄やご要望をお伺いするものです。
つきましては、お忙しいところ申し訳ございませんが、当アンケートの趣旨を

ご理解いただき、下記の方法にてアンケートにご回答いただきますようお願い申
し上げます。※回答時間は２～３分です。

ご回答方法  ①同封のアンケート用紙によるご回答･
	 →郵送または、FAXでご返送ください（同封の返信用封筒をご利用ください）

	 FAX番号 0776-67-7419 まで
　　　　　②Webでのご回答：（公財）ふくい産業支援センターHPより･

	 右のQRコードからご回答いただけます
ご回答期限  令和 4年 2月25日㈮ ※集計の都合上、期限内のご回答にご協力をお願いいたします。

（公財）ふくい産業支援センター 総務部　担当：上野、山田
〒910-0296  坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16　TEL 0776-67-7414 

お問い合わせ

令和３年分　申告所得税、贈与税、個人事業者の消費税の

 確定申告と納税は正しくお早めに！
●申告書の作成・送信は自宅で国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」が便利！
STEP1 国税庁ホームぺージへアクセス　スマホやパソコンで24時間いつでも申告書等が作成できます。
STEP2 申告書を作成　画面の案内に従って金額等を入力すれば税額などが自動計算され、簡単に作成することができます。
STEP3 申告書を提出　国税庁ホームぺージからe-Taxで送信するか、印刷して郵送等で提出できます。

●相談はチャットボットや電話でもできます
　申告書の作成でお困りのときは、「税務相談チャットボット」にご相談ください。ご質問を入力
いただければ、 ＡＩを活用した  「税務職員ふたば」が お答えします。
　また、国税庁ホームぺージの「確定申告書等作成コーナー」の操作に関するお問い合わせの
多い質問については、同コーナーの「よくある質問」に掲載していますので、ご覧いただくかお近
くの税務署にお電話いただき、自動音声案内に従い『0』を選択して、「確定申告コールセンター」
にお問い合わせください。

●税務署での申告相談受付期間
税務署での申告相談の受付期間は、令和４年２月16日（水）から３月15日（火）です。
受付時間：午前９時～午後４時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　確定申告会場内の混雑緩和のため、会場への入場の際には、「入場整理券」が必要となります。
入場整理券は会場で当日配付するほか、国税庁のＬＩＮＥ公式アカウントでのオンライン事前発
行も行っておりますので、ぜひご利用ください。

お問い合わせ 福井税務署 ℡（0776）23-2690
敦賀税務署 ℡（0770）22-1010

武生税務署 ℡（0778）22-0890
小浜税務署 ℡（0770）52-1008

大野税務署 ℡（0779）66-2180
三国税務署 ℡（0776）81-3211

国税庁LINE
公式アカウント

税務職員ふたば

◆ＩＤ・パスワード方式
税務署発行の 

「ＩＤ・パスワード方式の
届出完了通知」 を
お持ちの方

◆マイナンバーカード方式
①マイナンバーカード＋②マイナンバーカード読取対応のスマートフォンe-Taxの

送信方法は
２通り

パソコンの画面に表示された
２次元バーコードをスマホで
読み取れば、ＩＣカードリーダ
ライタがなくてもＯＫ

ＩＤ・パスワード
方式に対応した
ＩＤ・パスワード

ＩＤ・ＰＷが
目印

スマホでの申告は
こちらから！

特集テーマや
取材先の企画に

とても助かっています
!
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編 集 後 記

本誌に関するお問い合わせは

https://www.fisc.jp/

総務部　TEL 0776-67-7414／FAX 0776-67-7419／E-mail：kouhou-g@fisc.jp
〒910-0296 福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1-16（福井県産業情報センタービル内）

「○○が面白かった、ためになった」、

「△△をもう少し□□にしたらどうか」、

「●●のテーマについて紹介して欲し

い」、「▲▲会社がやっている■■に

ついて取り上げて欲しい」など、本誌

を読んだ感想や、要望など、皆様の

ご意見をお待ちしております。

皆
様
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
!!
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株式会社shell
住所：小浜市小浜住吉70-1
TEL：0770-64-5781
営業時間：9：00～17：00

ご来店
お待ちしております！

若狭塗箸の販売店が小浜市にオープン
2021年７月、若狭塗箸の販売店が小浜市にオープンしました。店主の槇

まき

野
の

太
た ろ う

郎氏
は元々若狭塗箸の卸売りの会社に勤めていましたが、当時の社長が高齢だったため、
事業を引き継ぐことを決意。同店舗のオープンに至りました。

店舗内は「限られたスペースの中でできるだけ多くの箸を見てもらいたい」とい
う想いから、壁掛け式の陳列を採用。足を踏み入れると、壁一面に色とりどりの箸
が並んでおり、その美しさに目を奪われます。槇野氏は、店舗の今後を「会社の事
業としてはまだまだ卸売りがメインですが、ゆくゆくは店舗での販売も広げていき
たいですね」と展望します。

また、同店の２階では妻の真理氏がまつげエクステサロンを営んでいます。元々
は美容室の一角で行っていましたが、店舗のオープンとともにこちらも移転。完全
予約制で施術を行っています。「施術に来られた方が、１階の店舗で塗箸を購入さ
れることもあります。１階の店舗と２階のサロンの出入口を別にするという案もあ
りましたが、出入口を一緒にして良かったですね」と槇野氏。

お気に入りの１膳を探しに、足を運んでみてはいかがでしょうか。

活用事業：令和２年度　ふるさと企業経営承継円滑化事業（事業創継・再編統合型）

株式会社Shell

県
内
企
業
が
打
ち
出
し
た
気
に
な
る
新
ス
ポ
ッ
ト
にF

-A
C
T

編
集
担
当
が
訪
問
。

そ
の
空
間
に
込
め
ら
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
や
こ
だ
わ
り
、
企
業
の
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。
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本誌「F-ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

こんにちは！最後まで読んでいただき
ありがとうございます。

今回、現場改善最前線と題し、ものづ
くり改善インストラクタースクールの受
講や、インストラクター派遣を通じて現
場改善に取り組んでいる企業様を中心に
お話を伺いました。

取材でお話を伺う中で印象的だったの
が、「異業種の方との意見交換が大きな
収穫だった」と話されていたことです。
スクールでは、改善の手法や視点を学ぶ
ことももちろんですが、受講生の方たち
との交流にも大きな価値があるのだな、
と感じました。来年度もスクールを開催
する予定ですので、ぜひ受講をご検討く
ださい。

話は変わりますが、今回のF-ACTにア
ンケートを同封しております。P20のQR
コードからもご回答いただけますので、
ぜひ皆様のご意見をお寄せください。

次号の発刊は3月25日です。今後とも
ご愛読、よろしくお願いいたします。

企業情報メール便
販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封
サービス）を毎号実施いたします。配送先は、
県内事業所約1,700社です。この機会に、貴社
の商品・サービスを幅広く紹介しませんか？

同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）

料
　
金

Ａ４判以下のチラシ 6,600円
Ａ４判超～Ａ３判以下のチラシ

（二つ折にしてＡ４判以下のサイズにすること） 9,900円

Ａ４判以下のパンフレット
（10ページ程度まで） 13,200円

※チラシ・パンフレット１種類当たり1回分の同封料金です。

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
１号につき約10社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

●次回実施号
VOL.52 3月25日発行予定
チラシ提出締切日：3月18日㈮

チラシ1,700部をご提出
（持参または配送）願います。

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター  総務部  F-ACT担当
TEL：0776-67-7414　e-mail：kouhou-g@fisc.jp

情報収集と情報発信、企業・イベントPR等に！
「ふくいナビ―ふくいの企業支援施策を見つけるためのポータルサイト―」

をご活用ください
（公財）ふくい産業支援センターでは、県内企業の皆さまの経営に役立つ
情報を集めたポータルサイト「ふくいナビ」を運営しております。
「ふくいナビ」では、下記のようなサービスを提供しておりますので、
ぜひご活用ください。
イベント情報や公募情報などをまとめて見られる！

県内中小企業支援機関による講演会・
セミナー等のイベント情報や、国・県等
による助成金等の公募情報など、経営
に役立つ情報が盛りだくさんです。
メルマガ、メーリングリストなどを無料で提供！

企業と顧客、あるいは企業同士での
コミュニケーション・ツールとして利用
できる、メールマガジンやメーリングリス
ト等の機能を、無料で提供しています。
県内企業の情報を自ら発信！

県内中小企業の皆さまが、自社で開
催するイベントや新製品の情報などを自
ら発信することができます。

ふくいナビ運営事務局
［（公財）ふくい産業支援センター 総務部］
TEL.0776-67-7414　E-mail info@fukui-navi.gr.jp

毎週月曜日、「ふくいナビ」の情報の
中からタイムリーな情報をお届け
するメールマガジン『週刊！ふくい
ナビ情報』を配信しています。配信
をご希望の方はメールアドレスを
ご登録ください。

お問い合せ先

vol.5122



広告

編
集
発
行

令
和
４
年
１
月
25日

発
行
（
奇
数
月
25日

発
行
）

〒
910-0296 福

井
県
坂
井
市
丸
岡
町
熊
堂
3ｰ7ｰ1ｰ16  ℡

0776ｰ67-7414
vol.51

前
向
き
に
挑
戦
す
る
福
井
の
企
業
を
応
援
し
ま
す

経費削減のために有料広告を掲載しています。




